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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
銀
魂
新
訳
紅
桜
編
小
説

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
０
６
Ｔ

【
作
者
名
】

　
ア
リ
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
宇
宙
か
ら
や
っ
て
き
た
最
強
の
侵
略
者
、
天
人

あ
ま
ん
と

そ
の
ち
か
ら
の
前
に
幕
府
は
な
す
す
べ
も
な
か
っ
た
。

廃
刀
令
と
そ
の
力
の
前
に
、
全
盛
を
極
め
た
侍
は
衰
退
し
た
。

そ
ん
な
な
か
、
天
人
へ
の
攘
夷
（
攘
夷
戦
争
）
を
決
行
し
、
サ
ム
ラ
イ
の
魂

を
胸
に
秘
め
た
３
人
の
侍
が
い
た
。

そ
の
３
人
と
は
、
高
杉
晋
介
、
桂
小
太
郎
、
坂
田
銀
時
の
３
人
だ
っ
た
。

長
い
戦
い
の
末
に
、
３
人
は
敗
北
し
た
・
・
。

そ
し
て
、
多
く
の
友
を
失
っ
た
。
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そ
れ
か
ら
、
数
年
経
ち
、
銀
時
は
万
事
屋
を
営
み
、

よ
ろ
ず
や

桂
は
攘
夷
活
動
を
続
け
、

高
杉
は
天
人
と
幕
府
の
破
壊
を
た
く
ら
む
。

そ
れ
か
ら
た
っ
た
今
、
桂
が
突
然
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

お
ま
け
に
江
戸
で
は
辻
斬
り
が
横
行
し
て
い
る
。

さ
ら
に
銀
時
の
元
に
は
、
持
つ
人
に
災
い
を
与
え
る
妖
刀
、
「
紅
桜
」
の

捜
索
願
い
が
舞
い
込
む
。

さ
て
、
ど
う
な
る
の
か
？

銀
時
と
桂
は
、
高
杉
の
魔
の
手
か
ら
江
戸
を
守
れ
る
の
か
？

さ
ぁ
、
は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
。
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小
説

銀
魂
の
劇
場
版
紅
桜
編
の
小
説
で
す
。

か
な
り
投
稿
遅
れ
ま
し
た
が
ど
う
ぞ
！

完
結
す
る
の
は
か
な
り
遅
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ど
う
か
、
暖
か
い
目
で

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
始
ま
り
は
桜
と
と
も
に

？
？
？

「
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
先
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
や
困
難
に
ぶ
つ
か
る
で
し

ょ
う
。

常
に
み
な
さ
ん
の
そ
ば
に
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

み
な
さ
ん
に
こ
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
」

先
生
の
よ
う
な
人
物
が
話
し
て
い
る
中
、

壁
に
一
人
の
銀
髪
の
子
供
が
刀
を
持
ち
寝
て
い
て
、

あ
る
机
で
は
、
髪
の
毛
を
前
で
開
い
た
子
供
は
目
を
開
き
、

他
の
机
で
は
、
退
屈
そ
う
に
し
た
子
供
が
い
た
。

こ
の
３
人
は
、
こ
の
後
と
て
つ
も
な
い
こ
と
に
ぶ
つ
か
る
の
も
知
ら
ず
に
・
・
。

そ
し
て
時
は
流
れ
・
・
。

江
戸
の
と
あ
る
場
所
。

？
？
？

「
桂
小
太
郎
殿
と
お
見
受
け
す
る
・
・
・
。
」

桂「
人
違
い
だ
な
。
」

？
？
？

「
心
配
す
る
な
。

お
れ
は
幕
府
の
犬
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
」

桂「
人
違
い
だ
と
言
っ
て
い
る
！
！
！
！
！
！
！
！
」

？
？
？

「
あ
い
に
く
、
俺
も
こ
い
つ
も
強
者
の
血
を
欲
し
て
い
て
ね
・
・
・
。
」

そ
う
い
う
と
カ
サ
を
か
ぶ
っ
た
男
は
、
刀
を
抜
刀
し
た
。

桂



5

「
貴
様
！
そ
の
刀
・
・
・
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

桂
も
刀
を
抜
刀
し
た
。

だ
が
・
・
。

桂「
・
・
・
・
・
！
？
」

カ
サ
を
か
ぶ
っ
た
男
の
動
き
の
ほ
う
が
早
か
っ
た
。

ブ
シ
ュ
・
・
・
・
・
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

そ
の
日
か
ら
桂
は
姿
を
消
し
た
。

そ
し
て
、

そ
の
刀
は
赤
く
夜
桜
の
よ
う
に
妖
し
い
光
を
放
っ
て
い
た
・
・
・
。
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第
１
話
　
舞
い
込
ん
だ
依
頼
（
前
書
き
）

桂
小
太
郎
（
以
下
桂
）
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
数
日
。

あ
る
日
突
然
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
万
事
屋
に
来
た
。

ど
う
な
る
の
か
？
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第
１
話
　
舞
い
込
ん
だ
依
頼

坂
田
銀
時
（
以
下
銀
時
）

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

神
楽

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

志
村
新
八
（
以
下
新
八
）

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

」エ
リ
ザ
ベ
ス

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

新
八

「
お
茶
で
す
。
」

ド
ン
ッ
！

エ
リ
ザ
ベ
ス

「
・
・
・
・
・
。
」

新
八

「
何
が
言
い
た
い
の
？

あ
の
人
。
」

神
楽

「
新
八
、
お
前
の
だ
し
た
お
茶
自
体
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ア
ル
よ
。
お
客
様

は
、
お
茶
じ
ゃ
な
く
て
、
珈
琲
派

だ
っ
た
ア
ル
ヨ
。
」

銀
時

「
こ
の
雰
囲
気
、
な
ん
か
ま
ず
く
ね
ぇ
か
？
」

新
八

「
珈
琲
で
す
。
」
（
怒
り
を
含
ん
だ
声
）

エ
リ
ザ
ベ
ス
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

銀
時

「
あ
の
な
ぁ
！

銀
時
が
怒
鳴
ろ
う
と
し
た
瞬
間
・
・
・

ジ
リ
リ
リ
リ
リ
！
！
　
電
話
が
鳴
っ
た
。

銀
時

「
あ
っ
、
電
話
だ
。
ち
ょ
っ
と
で
て
く
る
。
」

神
楽

「
こ
う
な
っ
た
ら
新
八
！

「
あ
れ
」
を
出
す
ア
ル
！
」

新
八

「
え
～
。

で
も
「
あ
れ
」
銀
さ
ん
の
だ
し
。
」

神
楽

「
い
い
ア
ル
。
あ
い
つ
に
は
親
が
い
な
い
。

そ
う
い
う
奴
だ
か
ら
、
私
た
ち
が
今
は
あ
い
つ
の
親
代
わ
り
ア
ル
。
そ
ろ
そ
ろ

あ
い
つ
も
乳
離
れ
さ
せ
な
き
ゃ

い
け
な
ア
ル
ヨ
！
」

銀
時

「
ち
ょ
っ
と
依
頼
が
入
っ
た
。

行
っ
て
く
る
。
」

新
八
（
心
の
声
）

「
嘘
だ
よ
。
絶
対
嘘
つ
い
て
こ
の
場
を
逃
げ
よ
う
と
し
て
る
よ
！
」

神
楽

「
お
い
、
早
く
し
ろ
よ
！
」

銀
時

「
じ
ゃ
な
。
あ
と
は
お
前
た
ち
で
何
と
か
し
ろ
。
」

数
分
後

新
八

「
イ
チ
ゴ
オ
ー
レ
で
ご
ざ
い
ま
す
！
｝
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ど
ん
っ
！

新
八
が
い
き
お
い
よ
く
コ
ッ
プ
を
お
い
た
た
め
、
中
身
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
か
か

っ
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス

「
・
・
・
・
・
。
」

エ
リ
ザ
ベ
ス
は
頭
を
下
げ
て
、
イ
チ
ゴ
オ
ー
レ
を
見
た
。

（
回
想
）

桂「
エ
リ
ザ
ベ
ス
よ
。

武
士
は
質
素
な
も
の
を
口
に
し
て
い
れ
ば
よ
い
。

イ
チ
ゴ
オ
ー
レ
だ
と
か
パ
フ
ェ
だ
と
か
、
そ
ん
な
甘
っ
た
る
い
も
の
ば
か
り
食

べ
て
い
る
と
、

身
も
心
も
堕
落
し
て
し
ま
う
ぞ
。
」

（
戻
る
）

エ
リ
ザ
ベ
ス

「
ぽ
ち
ゃ
ぽ
ち
ゃ
・
・
。
」

新
八

「
泣
い
て
る
！

そ
ん
な
に
す
き
な
の
イ
チ
ゴ
オ
ー
レ
！
」

神
楽

「
新
八
、
よ
く
や
っ
た
あ
る
！
」

さ
て
、
こ
こ
で
中
途
半
端
で
す
が
、
続
く
。
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第
４
話
　
紅
桜
（
前
書
き
）

万
事
屋
に
か
か
っ
て
き
た
依
頼
電
話
。

そ
の
依
頼
主
の
元
へ
向
か
う
銀
時
で
あ
っ
た
が
・
・
・
。
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第
４
話
　
紅
桜

銀
時
は
依
頼
を
受
け
、
依
頼
主
の
仕
事
場
へ
や
っ
て
き
た
。

銀
時

「
す
い
ま
せ
ー
ん
。
お
電
話
い
た
だ
き
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。
万
事
屋
で
す

け
ど
～
。
」

？
？
？

「
ふ
ん
！
ふ
ん
！
」

が
ー
ん
！
が
ー
ん
！

２
人
は
刀
を
打
っ
て
い
て
ま
っ
た
く
こ
ち
ら
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

銀
時

「
す
い
ま
せ
ー
ー
ん
。
万
事
屋
で
す
け
ど
～
～
。
」

銀
時
は
声
を
あ
げ
て
呼
び
込
ん
だ
が
、
２
人
は
全
く
気
付
か
な
い
。

銀
時
は
声
を
最
大
に
し
て
叫
ん
だ
。

銀
時

「
す
い
ま
せ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ん
！
！
！
！
！
万
事
屋
で
す
け
ど
ぉ
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
！
」

次
の
瞬
間
・
・
・
・
。

銀
時

「
ぐ
は
っ
！
！
」

鍛
冶
道
具
が
飛
ん
で
き
て
、
銀
時
の
横
っ
つ
ら
（
顔
面
）
に
命
中
し
た
。

所
は
変
わ
っ
て
鍛
冶
屋
の
居
間
に
て
・
・
・
。

鍛
冶
屋
兄

「
す
ま
ぬ
！
銀
時
殿
！
こ
ち
ら
も
汗
だ
く
で
仕
事
を
し
て
い
た
た
め
、
て
が
滑

っ
て
・
・
・
。

銀
時
（
心
の
声
）

「
こ
い
つ
ら
絶
対
聞
こ
え
て
た
よ
！
」

銀
時

「
そ
れ
に
し
て
も
、
廃
刀
令
の
こ
の
ご
時
勢
に
刀
鍛
冶
と
は
！
な
か
な
か
大
変
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で
す
ね
ぇ
～
。
」

鍛
冶
屋
兄

「
で
は
改
め
ま
し
て
。
私
は
兄
弟
で
刀
鍛
冶
を
営
ん
で
お
り
ま
す
！

こ
ち
ら
は
、
妹
の
鉄
子
！

鉄
子

「
ふ
ん
・
・
。
」

鍛
冶
屋
兄

「
こ
ら
ぁ
！
鉄
子
！
お
前
も
挨
拶
せ
ん
か
ぁ
！
」

鍛
冶
屋
兄

「
早
速
で
す
が
、
依
頼
の
内
容
を
・
・
。

依
頼
は
、
父
の
作
っ
た
屈
指
の
刀
。
紅
桜
　
を
探
し
て
ほ
し
い
の
で
す
！
」

銀
時

「
紅
桜
、
と
は
ど
ん
な
刀
な
ん
で
す
か
ぁ
！
」

鍛
冶
屋
兄

「
紅
桜
は
盗
ま
れ
ま
し
て
・
・
。

し
か
ぁ
し
！
紅
桜
は
、
け
っ
し
て
人
が
手
を
ふ
れ
て
は
い
け
な
い
妖
刀
！

父
を
皮
切
り
に
、
紅
桜
に
か
か
わ
る
も
の
は
次
々
と
死
ん
で
い
っ
た
。
」

銀
時

「
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
ぇ
！
」

鍛
冶
屋
兄

「
そ
こ
で
銀
時
殿
！
紅
桜
が
新
た
な
災
い
を
呼
び
起
こ
す
前
に
紅
桜
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
の
で
す
！
」

銀
時

「
紅
桜
の
特
徴
は
な
ん
で
す
か
ぁ
！
」

鉄
子

「
兄
者
と
話
す
と
き
は
、
耳
の
そ
ば
に
よ
っ
て
、
腹
の
底
か
ら
声
を
出
さ
な
き

ゃ
だ
め
だ
。
」

銀
時

「
お
兄
ィ
ィ
ィ
ィ
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
ん
ン
ん
！
！
！
聞
い
て
る
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
！

？
」
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鍛
冶
屋
兄

「
う
る
さ
ー
ー
イ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

銀
時

「
ぐ
は
っ
！
！
！
！
」

つ
づ
く
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第
４
話
　
紅
桜
（
後
書
き
）

そ
の
日
か
ら
物
語
を
幕
を
開
け
た
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

銀魂新訳紅桜編小説
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